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例

1 本書では、遺構の名称について次の略号で表示した。

H→竪穴住居址 F→掘立柱建物址 D→土坑 M→溝状遺構

2 挿図の縮尺

竪穴住居址=1:80、 カマド=1140、 掘立柱建物址-1:80、 土坑=と :80

その他については、各遺構に示した。

3 写真図版の縮尺

土器こ石器1/4、 石鏃1/1

4 出土遺物の一覧表は、一は不明、( )は推定値、く )は現存値とした。単位はclllⅢ 法量は

日径、底径、器高のllRに記載し亀

5 遺物胎上・土膚の色調は『新版標奉土色帖』の表示に基づいた。

6 挿図中におけるスクリーントーンは、以下のものを表す。

カマド・火床・焼土=網点 (太)  土器断面・須恵器断面=網点 (細)

土器内外面黒色処理=網点 ω
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第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る動機

赤座垣外遺跡は、佐久市の北部の栗毛坂遺跡群南西部にあり、標高735m内外を測る。

付近の六供後遺跡、芝間遺跡、柳田遺跡、上久保田向遺跡、曽根新城遺跡等が佐久市教育委員

会佐久埋蔵文化財調査センターにより発掘調査され、縄文・古墳・奈良 。平安時代の遺構が検出

されて、縄文時代早期をはじめとして多くの上器や石器等が出上した。

また、長野県埋蔵文化財センターが上信越高速道路建設に伴い栗毛坂遺跡A・ B・ C・ Dを発

掘調査し縄文・弥生・古墳 。奈良 。平安時代 。中世の遺構が検出され、遺物が出土している。

この度、佐久市土木課により市道 2-83号線の道路改良が行われることになり、遺跡の記録保

存が必要となった。市土木課から埋蔵文化財課・佐久埋蔵文化財調査センターが依頼を受け緊急

発掘調査を実施するはこびとなった。

聰 く

第 1図 赤座垣外追跡の位置 (1:50,000国 土

-1-
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第 Ⅱ章 遺跡の位置と周辺遺跡

第 1節 赤座垣外遺跡と周辺遺跡の分布

第2図 周辺遺跡分布図 (1:20,000)

第 1表 周辺遺跡一覧表

血 遺  跡  名 所  在  地
立

地

時 代

縄 弥 古 奈 平 中

1 卜座垣外遺跡 讐村田字赤座垣少 ○ ○ ○ ○

ヒ曽根遺跡 昔村田字上曽根 ○ ○ ○

3 ,曽根遺跡 雪村田字中曽根

J 烏縄澤端一里塚 雪村 田字鶏縄澤方

5 亦坂遺跡群 卜田井字峻月他 ○ ○ ○ ○

6 ,金井遺跡群 卜田井字西浦他 ○ ○ ○ ○ ○

7 章根城遺跡 卜田井字曽根城 ○ ○ ○ ○ ○

8 司防畑遺跡群 琵土呂字周防畑れ ○ ○ ○ ○ ○

9 Z宮遺跡科 土 出写北上 中栃
○ ○ ○ ○ ○

見上呂遺跡群 L石 他 ○ 〇 ○ ○ ○

章根新域跡 雪村田字下穴虫 ○

No 遺  跡  名 所  在  地
立

地

時 代

縄 弥 古 奈 平 中

〒城遺跡 き村田字新成 ○ ○ ○ ○

陀杷坂遺跡科 き村田字枇杷坂 ○ ○ ○ ○

14 卜久保田遺跡 き村田字中久保日 ○ ○ ○ ○

ヨ赤座遺跡 き村田字西赤座1 ○ ○ ○ ○

」村田遺跡群 き村田字六供後1 ○ ○ ○ ○ ○

17 し岩子遺跡 子村田字上岩子1 ○

豊石遺跡 苫庵子凍
○ ○ ○ ○ ○

興巻遺跡
半 彪 子 殴 香

○ ○ ○ ○

ξ大久保遺跡群
半尾

~F四
大 久 ,

○ ○ ○ ○ ○

ヨ曽根遺跡 争村田字西曽根

と間遺跡 争村田字東芝間 ○ ○ ○

-2-



第Ⅲ章 発掘調査の概要

第 1節 基本層序

ェ

　

　ヽ
Ⅱ

_……TTI

Ⅳ

V

Ⅵ ノ

Ⅶ

B地点 C地点
A地点

第 3図 赤座垣外遺跡基本層序

付図に示した調査区の三ケ所 (A、 B、 C地点)において土層観察を行った。その結果A地点

での層序 H・ Ⅲ・Ⅳ層、並びに、B地点での 1・ Ш層はいずれも過去における河川の氾濫を示す

ものであった。しかし、A地点で確認された河川層 (H～ Ⅳ層)は、当地点で検出された中世城

跡に伴うと考えられる「堀」の上部層であることが認められ、中世以後の河川層であることが看

取された。一方B地点で確認された河川層 (1・ Ⅲ層)は、Hl号住居址に切られていることか

ら平安時代以前の河川層であることが認められた。

第 2節 調査された遣構

検出された遺構は、竪穴住居址19棟、掘立柱建物址 5棟、土坑14基、溝状遺構13基であった。

19棟の竪穴住居址を時代牙Uにみると、古墳時代後期が 4棟、奈良時代 3棟、平安時代10棟、時

期不明が 2棟であり、古墳時代～平安時代に展開された遺跡であることが判明した。

掘立柱建物址は、 5棟が検出された。しかし、いずれも正確な時期決定はなし得なかった。

土坑は14基が検出され、D8号・D9号土坑は、粘上の採掘坑とおもわれる。また、D6号・

D7号土坑は、第 V章でもふれてあるように「畜獣埋葬」の形態をしめしている。

濤状遺構は13基が検出され、古墳時代後期～中世とおもわれる溝が検出された。このうちのM

13号溝状遺構は、大井城跡に関する堀と考えられようか。

Om
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ｍ
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第 1節 堅穴住居址

Hl号住居址 (第 4・ 5図 )

形状 グリッドお-6。 7よ り検出された。

住居址の南西コーナーは、排水濤により、中

央部付近は果樹木に破壊されている。東西辺

5。 lm、 南北辺4.5mの隅九方形を呈する。

面積 22.4∬     方位 N-12° 一W

床面 貼 り床状で堅い。特にカマ ド周辺部は

堅緻である。東側床面には焼上の残痕が認め

られた。ピットは 5個確認され、内P4は入

口部施設によるものと思われる。確認面から

の壁高は25～40ollを 測る。カマ ドは北壁中央

に設置される。残存状況は希薄であった。

遺物 主にカマ ド周辺より須恵器界・壷・土

師器界・甕類が出土 した。

本址の所産期は出土遺物 より平安時代と思

われる。

H2号住居址 (第 6。 7図 )

形状 グリッドか-10よ り検出された。住居

址の南壁は耕作により削平されている。東西

辺3.lm、 南北辺3.7mの隅丸長方形を呈する。

面積 10.3∬  方位 N-13° 一W

床面 比較的軟弱であった。ピットは 4個確

認され、確認面からの壁高は約 10clllを 測る。

カマ ドは東壁の南端部に設置される。残存状

況は希薄であった。当部周辺にはカマ ド構築

材と思われる軽石、安山岩の石が散在する。

遺物 土師器界・甕・須恵器甕が出土した。

本址の所産期は出土遺物 より平安時代であ

ろう。

H3号住居址 (第 8・ 9・ 10図 )

形状 グリッドか-11よ り検出された。本址

の壁部残存は住居の北隅のみで、他は耕作等

により削平されている。床面の残存形状から

東西辺約3.2m、 南北辺約2.8mの隅九方形と

推察される。 面積  8。 9∬ 方位 N―

22° 一W 床面 貼 り床状で比較的敢弱であ

る。ピットは 7個確認された。確認面からの

壁高は北隅のみが計測でき約 10clllで ある。カ

や ドの残存状態は極めて希薄である。北壁中

央部に煙道と思われる張 り出し、焼上の残存

などからカマ ドは当部に設置されたことが考

えられる。 遺物 出土遺物は、土師器芥・

高台付芥 。甕等が出土した。

本址の所産期は出土遺物 より平安時代であ

る。

H4号住居址 (第 11・ 12・ 13・ 14図 )

形状 グリッドき-12・ 13よ り検出された。

住居址の大半は耕作等により削平され、北壁

及び西壁の一部が残存する。規模等面積、方

位は不明である。 床面 残存する床面は、

比較的堅 く貼 り床状であった。ピットは 3個

確認された。壁高は 6～ 14911を 測る。カマ ド

は北壁中央に設置される。残存状況は希薄で

あった。 遺物 カマ ド内、その周辺より上

師器不・秦・須恵器芥等が出土した。

本址の所産期は出土遺物より平安時代であ

第Ⅳ章 調査の記録
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る。

H5号住居址 (第 15。 16図 )

形状 グリッドき-13よ り検出され、H4号

・H6号住居址と重複関係にある。本址の東

壁部は排水溝及びH6号址に破壊され、西南

コーナーはH4号址に破壊されている。規模

等面積、方位は不明。 床面 貼 り床状で軟

弱。ピットは確認されなかった。残存壁高は

15～ 25clllを 測る。カマ ドの位置等は不明。

遺物 床面より上師器外・甕が出土 した。

本址の所産期は、出土遺物・H4号址との

重複関係より古墳時代後期である。

H6号住居址 (第 17・ 18図 )

形状 グリッドき-13よ り検出された。H5

号址と重複関係にあり、本址はH5号址の東

側一部を破壊 し、本址の西側は排水溝により

破壊されている。東西辺約3.5m、 南北辺約

3.Omの隅丸長方形を呈する。 面積 13.5

だ 方位 N-19° 一E 床面 比較的軟弱

であったが、北東コーナー付近は堅いことが

認められた。ピットは検出されない。確認面

からの壁高は 8～ 23911を 測る。カマ ドは検出

されなかった。 遺物 床面より土師器界・

奏 。覆土中より須恵器界が出土した。

本址の所産期は出土遺物 より古墳時代後期

である。

H7号住居址 (第 19。 20図 )

形状 グリッドか-13よ り検出された。本址

の南東部はH8・ D5号址に破壊され、更に

暗渠排水が南北に横断する。又、住居址の北

壁部は調査区域外であるざ規模等面積、方位

は不明である。 床面 貼 り床状で軟弱。

ピットは 7個確認され、Pl・ P2は礎石を有

する。壁高は、 0～ 16ollを測る。カマ ドの位

置等は不明である。 遺物 床面より須恵器

の外、 S2礎石の直下 より磨製石斧、覆土中

より須恵器長頸壷・突帯付四耳董・土師器外

・甕が出上した。

本址の所産期は出土遺物 より平安時代であ

る。

H8号住居址 (第 21・ 22・ 23図 )

形状 グリッドか 。き-13よ り検出された。

本址はD5号址と重複 し、住居址の東側部は

破壊されている。東西辺3.05m、 南北辺3.5

mの隅丸長方形を塁する。 面積 8.4だ

方位 N-14° 一W 床面 貼 り床状で軟弱。

ピットは 3個確認された。壁高は 0～約 10clll

であった。カマ ドの位置等は不明である。

遺物 床面の直上部より上師器外、覆土中よ

り上師器甕、須恵器界が出土した。

本址の所産期は出土遺物 。D5号土坑との

重複関係から平安時代であろう。

H9号住居址 (第24図 )

形状 グリッドき-14よ り検出された。住居

址の大半は耕作による削平、暗渠排水、更に

はD7号土坑により破壊されている。規模等

面積、方位は不明である。 床面 軟弱で

あった。 ピットは 1個確認 された。壁高は

0～ 23ollで あった。カマ ドの位置等は不明で

ある。 遺物 図示できた遺物はなく、覆土

中より上師器甕片が出土した。本址の所産期

は判明でき得る遺物等がなく判然としないが、

D7号土坑 (平安時代)に破壊される点より

平安時代以前の住居址であろう。
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H10号住居址 (第 25,26・ 27・ 28・ 29,30図 )

形状 グリッドか 。き-14よ り検出された。

本址はHll号・D8号土坑と重複 し、南隅は

暗渠排水に破壊される。Hll号住居址の西側

部を破壊 しているが、D8号址との関係は判

然としなかった。東西辺3.2m、 南北辺3.6m

の隅丸長方形を呈する。 面積 11.7∬

方位 N-30° 一W 床面 貼 り床状で比較

的堅い。ピットは東壁面の直下に 5個、西壁

面の直下に 6個いずれも径20911前後の小規模

のものが配列される。又、東西の壁面中央直

下には、約60× 20× 5 ollを 測る壁濤状の掘 り

込みが認められ、南壁の直下に入口部の施設

と思われる掘 り込みが確認された。確認面か

らの壁高は11～ 50calを 測る。カマ ドは北壁中

央に設置される。 遺物 火床部より須恵器

甕 。土師器甕、住居址床面より須恵器甕 。高

台付外・土師器甕等が出土 した。

本址の所産期は出土遺物・Hll号住居址と

の重複関係から平安時代である。

Hll号住居址 (第 31。 32・ 33図 )

形状 グリッドか 。き-14。 15よ り検出され

た。本址はH10号住居址と重複 し、西側を破

壊される。南側は暗渠排水が横断し、北側は

調査区域外である。規模等面積、方位は不明

である。 床面 比較的軟弱であったが、カ

マ ド周辺は堅い。ピットは 4個確認された。

壁高は 7～ 30clllで、東壁直下に周濤が認めら

れる。カマ ドは北壁中央に設置される。

遺物 土師器外・甕、須恵器甕が出土 した。

本址の所産期は、出土遺物・H10号住居址

との重複関係より古墳時代後期である。

H12号住居址 (第34,35。 36図 )

形状 グリッドか 。き-15よ り検出された。

本址はD9。 13号土坑に破壊され、カマ ド付

近を暗渠排水が横断する。又、耕作等により

著しく削平されているが、床面は希薄ながら

残存する。東西辺5.2m、 南北辺 5。 lmの隅丸

正方形を呈するものと推測される。

面積 24.0∬   方位 N-30° 一W

床面 比較的軟弱である。ピットは 5個確認

された。確認面からの壁高は 0～ 35clllであっ

た。カマ ドは北壁中央に設置される。

遺物 須恵器甕・不、土師器甕が出土した。

本址の所産期は出土遺物 より奈良時代であ

る。

H13号住居址 (第37・ 38。 39。 40図 )

形状 グリッドき-15よ り検出された。本址

の南壁一部はD ll・ 12号土坑に破壊される。

東西辺3.85m、 南北辺3.65mの 隅丸方形を呈

する。 面積 13.5だ  方位 N-18° 一W

床面 貼 り床状で堅緻。ピットは 5個確認さ

れ、P5は貯蔵穴と思われる。壁高は 0～ 16

clllを測る。カマ ドは北壁 。東壁の各中央部に

設置されていた。東壁カマ ドは若千の焼上が

認められたが、袖部等の残存は認められな

かった。 遺物 主にカマ ド内、その周辺よ

り須恵器界が 4点 (内 2点完形 )、 土師器の

甕 。界が出上 した。

本址は出土遺物 より平安時代である。

H14号住居址 (第41図 )

形状 グリッドき-16よ り検出された。住居

址の北隅の一部の調査で他は調査区域外であ

る。本址内をM5号溝が横断する。規模等面
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積、方位は不明である。 床面 軟らかい。

ピットは 1個確認された。確認面からの壁高

は12～ 18911で ある。壁面の直下には壁溝が認

められる。カマ ドはM5号濤により破壊され

ているが、北壁の中央部に若干の残存が認め

られる。 遺物 土師器甕、須恵器界の小破

片が出土した。所産期は平安時代と思われる。

H15号住居址 (第42・ 43図 )

形状 グリッドき・ く-16よ り検出された。

住居址の北側の一部の調査で、外は調査区域

外となる。本址はH16号住居址と重複 してい

る。規模等面積、方位は不明。 床面 軟弱。

ピットは確認できなかった。壁高は 3～ 8 clll

であった。カマ ドの位置等は不明である。

遺物 覆土中より須恵器界・甕、土師器奏が

出上 したが小破片であり、時期決定はできな

かった。

H16号住居址 (第44・ 45,46図 )

形状 グリッドき 。く-16・ 17よ り検出され

た。住居址の北側の調査で、外は調査区域外

となる。本址はH15号住居址と重複する。規

模等面積、方位は不明。 床面 軟弱。ピッ

トは16個確認された。壁高は12～ 24911を 測る。

東壁面直下の一部に壁濤が認められた。カマ

ドは北壁中央に設置される。残存状態は極め

て希薄である。 遺物 床面の直上より上師

器杯・甕・台石状の石が出土した。時期決定

は、いずれも小破片でありでき得なかった。

H17号 B住居址 (第48。 49・ 50図 )

形状 グリッドき 。く-21。 22よ り検出され

た。住居址の南側は耕作等で削平され、又、

M3・ 4号溝が切って横断している。本址は

H17号 A住居址の建替住居址 (増築)である

ことが認められた。東西辺4。 2m、 南北辺4.9

mの隅丸長方形を呈する。 面積 18。 7試

方位 N-2° 一W 床面 貼 り床状で堅級

である。本床をはぎ住居址の掘 り方面を観察

した結果、H17号 A住居址 (奈良時代初頭)

の床面、及び壁が確認された。このため本住

居址をH17号 B住居址と名命 した。ピットは

4個確認された。壁高は 0～ 16911を 測る。カ

マ ドは北壁中央に設置される。本址の床面下

には「Y字状」を呈する濤が床面を掘 り抜き、

東北コーナーより南西コーナーを切って配さ

れている。当部分の床面は堅 く、叩き絞め状で

ある。住居址との共判関係は認められたが性

格等は判然としなかった。 遺物 土師器外

・甕、須恵器芥 。甕が出上した。

本址の所産期は出土遺物より奈良時代であ

ろう。

H17号 A住居址 (第47図 )

形状 グリッドき 。く-21・ 22よ り確認され

た。H17号 B住居址の建替え以前の住居址と

思われる。東西辺3.7m、 南北辺4.6mの隅丸

長方形を呈し、H17号 B住居址よリー廻 り小

規模となる。 面積 16.2∬   方位 N

床面 貼 り床状で堅級である。ピットは 5個

確認された。壁高は 0～ 8 cxllである。カマ ド

の位置等は明瞭ではないが、北壁中央部に設

置されたものと推測される。 遣物 土師器

甕底部等の小破片が数点出土した。図示でき

る遺物はない。本址の所産期は出土した遺物

・H17号 B住居址との関係から奈良時代初頭

と考えられる。
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H18号住居址 (第51・ 52図 )

形状 グリッドき-22よ り検出された。住居

址の南側一部の調査である。外は調査区域外

となる。規模等面積、方位は不明。

床面 貼 り床状で堅緻である。ピットは 2個

確認され、南壁部のピットは入口施設に伴 う

ものと推測される。壁高は 9～ 20911を 測る。

カマ ドの位置等は不明である。 遺物 東側

の床面より須恵器甕 。必・土師器甕 。界が出

土した。図示できた遺物はなかった。本址の

所産期は、出上した遺物片より奈良時代～平

安時代であることが考えられる。

第 2節 掘立柱建物址

Fl号掘立柱建物址 (第54図 )

形態・規模 グリッドお 。か-7よ り検出さ

れた。本址の北寄 りにHl号住居址が、南寄

りにはMl号溝が隣接する。他遺構との重複

関係は排水溝によりP6が破壊 される。規模

は桁行2.3m・ 梁間2.4m、 形態は桁行 2間・

梁間 1間の長方形である。 方位 N-77°

一Eを指す。 柱穴 円形を基調とし、直径

50～ 70911、 深さ45～ 72clllである。大半のピッ

ト底面は平坦であるが、柱部分の底面は若千

くぼむ。 遺物 遺物は出土せず本址の帰属

時期は不明である。しかし、隣接するHl号

住居址に伴 うことを推察すると平安時代であ

ることが考えられる。

F2号掘立柱建物址 (第56図 )

形態・規模 グリッドえ 。お-6よ り検出さ

れた。本址の南寄 りにはHl号住居址が隣接

する。他遺構との重複関係は、Dl号土坑が

Plを、D2号土坑がP4・ P5を 破壊する。

規模・形態は梁間が 3間で5.4mを 測 る。】ヒ

側が不明であるが、長方形と思われる。

方位 N-85° 一□を指す。 柱穴 円形・

隅丸長方形を基調とし直径64～ 117clll、 深さ

48～60ollであった。大半のピット底面は平坦

であるが、柱部分の底面は若千 くぼむ。

遺物 遺物は出土せず本址の帰属時期は不明

であるが、Dl号址との切合関係から平安時

代以前と判明した。

F3号掘立柱建物址 (第55図 )

形態・規模 グリッドき-17よ り検出された。

本址の東にはF4号掘立柱建物址が隣接 し、

西寄 りにはD14号土坑が位置する。規模は桁

行3.5m・ 梁間2.6m形態は桁行 2間・梁間 2

間で長方形を呈している。 方位 N-68°

一Eを指す。 柱穴 円形を基調とし、直径

25～ 45clll、 深さ17～ 30clllである。ピットの底

面は平坦を呈するものが多い。本址の帰属時

期は出土遺物等がなく不明である。

F4号掘立柱建物址 (第53図 )

形態・規模 グリッドき-17・ 18よ り検出さ

れた。本址の北側は調査区域外となる。西に

F3号掘立柱立物址が隣接する。検出された

ピットより、形態は梁間 2間で3.3mを測る。

北側が不明であるが、長方形を呈すると思わ

れる。 方位 N-18° 一W 柱穴 円形を

基調とし、直径30～ 60oll、 深さ15～ 50ollで あ

る。ピット底面は平坦を呈するものが多い。

本址の帰属時期は出土遺物等がなく不明であ

る。

F5号掘立柱建物址 (第53図 )
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グリッドき-17。 18よ り検出され、F4号掘

立柱建物址と同位置に認められた。規模は桁

行3.8m・ 梁間4.4m、 形態は桁行 1間・梁間

1間で方形を呈している。 柱穴 円形を基

調とし、直径35～ 50911、 深さ35～ 40clllである。

本址の帰属時期は出土遺物等がなく不明。

第 3節 土 坑

Dl号上坑 (第 57・ 60図 )

グリッドえ-6よ り検出された。本址はF2

号址と重複関係にあり、F2号 址 とPlを 破

壊している。 形態 やや歪んだ隅丸方形を

呈し長径 126clll、 短径110ollで、深 さ125軸を

測る。断面形状は逆台形で底部面は平坦をな

す。 遺物 底部面 より図示された須恵器芥

がほぼ完形で出上した。本址の帰属時期は出

土遺物より平安時代である。

D2号土坑 (第58図 )

グリッドお-6よ り検出され、Hl号住居址

が南に隣接する。本址はF2号と重複関係に

あり、P4・ P5を破壊する。 形態 隅丸長

方形を呈 し、長径 135clll、 短径70911で 、深 さ

100ollを測る。断面形状は確認面下70cnの所

で平坦な第 1段を形成 し、更に30clllの 深さで

第 2段を形成している。 遣物 先述 した第

2段の底面より安山岩の石が確認されたが性

格等は不明瞭である。本址の帰属時期は出土

遺物がなく不明。しかし、Dl号土坑とF2

号掘立柱建物址との重複関係から平安時代以

後と推察した。

D3号土坑 (第59図 )

グリッドお-7か ら検出された。本址はHl

号住居址に破壊されている。 形態 楕円形

を呈すると思われる。深さ約45clllで、底部面

より約 5甑浮いて炭化材が検出されたが性格

等は不明瞭であった。 遺物 出土遺物がな

く本址の帰属時期は不明であるが、Hl号住

居址との関係より推し、平安時代以後である

う。

D4号土坑 (第 61図 )

グリッドき-12よ り検出された。本址はH4

号住居址と重複 し、床面一部を破壊する。

形態 楕円形を呈し、長径 120clll、 短径 90oll

で、深さ45911を 測る。断面形状は逆台形で底

面は平坦をなす。 遺物 出土遺物がなく本

址の帰属時期は不明だが、H4号住居址との

切 り合関係から平安時代以後であろう。

D5号土坑 (第 62・ 64図 )

グリッドか-13か ら検出された。本址はH7

・I18号住居址と重複 し、H8号址を切 り、

H8号址は互 7号址を切っている。

形態 隅九長方形を呈し、長径 210clll、 短径

150ollで深さ20～30ollを 測る。断面形状は逆

台形で、底面は平坦である。遺物 出土遺物

がなく帰属時期は不明。しかし、上記の切 り

合関係より中世と推測する。

D6号土坑 (第 63・ 65・ 66図 )

グリッドき-14か ら検出された。本址は暗渠

排水に一部破壊される。 形態 円形を呈す

ると推され、長径3.Om、 短径2.5mと 推測さ

れる。深さは85clllを 測る。断面形状はす り鉢

状で、確認面下60clllで第 1段を形成 し、更に

約20calの 深さで第 2段を形成する。覆土は人

為埋土である。 遺物 第 2段が形成される
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底面より、須恵器芥・奏、土師器外、安山岩

の石等が出土 した。本址の形態、出土遺物よ

り祭祀的な要素を含む遺構であることが考え

られる。帰属時期は 9世紀代であろう。

D7号土坑 (第 67・ 68図 )

グリッドき-14か ら検出された。本址の東側

は一部暗渠排水に破壊される。 形態 円形

を呈し、長径225911、 短径220clllで 、深さ100cln

を測る。断面形状はす り鉢状で、確認面下80

911で第 1段を形成 し、更に約20911の 深さで第

2段を形成する。覆土は人為埋上である。

遺物 第 2段の底部面より約10clll程 浮いた覆

土中より須恵器芥・甕が出土した。本址の形

態、出土遺物 より祭祀的な要素を含む遺構で

あることが考えられる。帰属時期はD6号土

坑と同じく9世紀代であろう。

D8号土坑 (第 69・ 70図 )

グリッドか-14よ り検出した。本址はH10号

住居址と重複関係をなすが、明確な切 り合い

関係は把握できなかった。 形態 不正楕円

形を呈 し、長径 160oll、 短径 100cal、 深さ45all

を測る。掻色土を主とする粘土層、また、底

部面 。壁面部の極めて著しい凹凸等の状況よ

り、本遺構は「粘土採掘坑」であることが認

められた。 遺物 出土遺物と重複関係より

奈良時代以後と考えられる。

D9号土坑 (第71図 )

グリッドき-15よ り検出された。本址はH12

号住居址と重複関係をなし、H12号址を切っ

ている。本址の東側一部は撹乱により破壊さ

れている。 形態 不正精円形をなし、長径

230oll、 短径 140clllで、深さ35911を 測る。D8

号土坑と同じく、調査時における層序、また、

底部面・壁面部の極めて著 しい凹凸の状況よ

り、本遺構は「粘土採掘坑」であることが認

められた。 遺物 出土遺物がなく本址の時

期等は不明である。

D10号上坑 (第72図 )

グリッドき-15よ り検出された。本址の東側

にはH13号住居址が接する。 形態 円形に

近い楕円形をなし、西側の壁面はややオー

バーハングしている。長径 120oll、 短径 105911

で、深さ40calを 測る。底部は凹凸面をなす。

遺物 出土遺物がなく本址の帰属時期は不明。

Dll・ 12号土坑 (第73図 )

グリッドき-15よ り検出された。 D ll・ 12号

土坑は重複関係をなすが、両址の新旧関係は

判然としなかった。また、D12号土坑はH13

号住居址と切 り合い、住居址を切っている。

形態 D ll号址は長径40oll、 短径35911で 、深

さ25clllの 円形を塁す。D12号土坑は長径90clE、

短径70ollで 、深さ23allの 楕円形を呈す。

遺物 出土遺物がなく帰属時期は不明。しか

し、H13号住居址との切 り合いより平安時代

以後であることが認められる。

D13号土坑 (第74図 )

グリチドき-16よ り検出された。本址はH13

号東側壁部を切っている。 形態 不正方形

を呈し、長径 160oll、 短径150911で、深さ32911

を測る。底面はやや凹凸となっている。

遺物 出土遺物がなく本址の帰属時期は不明。

D14号土坑 (第 75図 )

グリッドき-16よ り検出された。 形態 長

方形を呈し、長径235cal、 短径 95clllで、深 さ
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50911を 測る。本址の西側は比較的平坦なテラ

スを有し、西側部は舟底状に50ollの 深さで掘

りくばめられている。 遺物 出土遺物がな

く本址の帰属時期は不明である。

第 4節 溝状遺構

Ml号溝状遺構 (第76図 )

グリッドか-7～ 10にかけて東西に走 り、か

-10地点で南北に向きを変えて連続している。

形状 幅は平均して 2m前後で、深さ25911前

後を測る。底面は比較的平坦をなし、叩き絞

め状である。 遺物 須恵器界 。甕 。土師器

界・甕が出上した。本址の帰属時期は平安時

代と考えられる。

M2号溝状遺構 (第77図 )

グリッドか-9。 10よ り検出された。本址は

調査区を南北に横断し、南北側は調査区域外

となる。グリッドか-9地点でMl号濤と重

複し本址が切られる。 形状 幅は平均して

lm前後で、深さ50cn前後を測る。底部は比

較的平坦をなす。 遺物 出土遺物はなく帰

属時期は不明であるが、Ml号址との重複関

係から平安時代以後であろう。

M3・ 4号清状遺構 (第78図 )

グリッドく-20～ 22よ り検出された。両址は

東西を走る溝であり、H17号址南壁部を切 り

M6。 7号の各址を切っている。 形状 両

址は同一遺構の可能性もあり得るが、遺構底

面の深さが10clll前 後違 うことが認められた。

このため確認面より10911前後と比較的浅い掘

り込みを有する溝を「Ml号」とし、確認面

より約20oll前 後と深い掘 り込みが認められる

溝を「M2号」とした。M3。 4号ともに幅

40clll前後で、断面形状は舟型を呈する。

遺物 土師器甕がM3号址より出上したが、

小破片で本址の時期決定はなし得ない。しか

し、H17号址との重複関係より奈良時代以後

であろう。

M5号清状遺構 (第79図 )

グリッドき-15よ り検出され、H14号住居址

を切っている。 形状 幅は平均して約50甑

前後を測る。確認面よりの深さ15clll前 後を測

る。底面は平坦をなし、軟弱。 遺物 出土

遺物がなく時期決定は困難であるが、H14号

址との重複関係より、平安時代以後であろう。

M6・ 7号溝状遺構 (第 80・ 81図 )

グリッドき。く-20。 21よ り検出された。M

6号址は調査区南北に横断する溝で、M7・

3・ 4の各溝に切られる。 形状 幅は平均

して lm前後で、深さ30clll前後を測る。断面

形状は逆台形をなし、底面・側面ともに堅緻

である。 遺物 堀の内式上器が検出された

ことより縄文中期後半であろう。

M7号址は、M3・ 4号址に切られ、M6号

址を切っている。 形状 幅は平均して40釦

前後で、深さ25clll前後を測る。断面形状は

「U字型」を呈する。 遺物 出土遺物はな

く時期決定は明確でないが、M3・ 4号濤と

の重複関係より奈良時代以前であることが推

される。

M8。 9号溝状遺構 (第82図 )

グリッドき-18よ り検出された。両工は南北

にはぼ平行して走る溝で、北側は調査区域外

となる。 形状 M8・ 9号溝共に、幅30oll
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前後で、深さはM8号が15oll、 M9号址が20

oll前後を測る。断面形状はM8・ 9号址共に

逆台形を呈する。 遺物 出土遺物がなく両

址の帰属時期は不明。

M10号溝状遺構 (第83図 )

グリッドき-16よ り検出された。本遺構はH

15号址を切 り、H16号址に切られている。

形状 幅の平均は70oll前 後で、深さ15clll前 後

を測る。底面・側面部は軟弱である。

遺物 出土遺物はなく、本址の時期決定は困

難であるが、住居址との重複関係より奈良時

代を下限とし、上限は平安時代であろう。

Mll号溝状遺構 (第85・ 86図 )

Cト レンチ内より検出され東西に走る濤であ

る。形状 幅約2.3m、 深さ約60ollを 測 り、

底面は凹凸面を呈する。各層に秒・礫が混在

する。 遺物 須恵器甕の小破片が数点出土

したが図示でき得なかった。

M12号溝状遺構 (第84図 )

A-2ト レンチ内より検出され南北に走る溝

である。 形状 幅は約1.lm前後で、深さ

約30ollを 測る。底面は平坦。 遺物 出土遺

物がなく時期決定は困難である。

M13号滞状遺構 (第87図 )

グリッドう。え-4から検出され、第 V章に

記した南北に走る中世城跡の「堀」であろう。

形状 幅は約 7m前後で深さ1.7m前後を測

る。確認面下約1.4mでテラス状に第 1段が

形成され、更に、約30clllの 深さで第 2段を形

成する。最下層の第 6層は、砂・礫が多量に

堆積していた◇一時期には川の流れがあった

と思われる。 遺物 出土遺物がなく明確な

時期決定はできないが、13～ 16世紀代のもの

と思われる。

第 V章 調査のまとめ

赤座垣外遺跡から検出された遺構は、竪穴住居址19棟、掘立柱建物址 5棟、土坑が14基、濤状

遺構が13条であった。これらの各遺構の多くは耕作等により削平され、残存状況は薄かった。

竪穴住居址 19棟の住居址を時代別に分けると古墳時代後期が 4棟 (H5。 6・ 9・ 11)、 奈

良時代 3棟 (E12・ 17A。 17B)、 平安時代10棟 (Hl。 2・ 3・ 4・ 7・ 8・ 10。 13・ 14・ 18)、

不明 2棟 (H15。 16)であり、古墳時代後期～平安時代に展開された遺跡であることが認められ

ブこ。

これら検出された遺構の分布状況をみると興味深いことが窺われた。旧状の地形は調査区のほ

ぼ中央付近で、南東に向うなだらかな傾斜地が約30m程続き、そこから東側は低地形となり、西

側は平坦となっている。今回検出された19棟の大多数は「なだらかな傾斜地」に集中し、かつ、

重複関係をもつものが多いことが認められた。

掘立柱建物址 5棟が検出され、Fl号掘立柱建物址とHl号住居址は、共時的に存在した可

能性があり得る。同様な思考はF2号址とHl号址についてもなされようが、F2号址はDl号
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土坑 (平安時代)に破壊されており、Hl号址とは若干の時間的な差が認められ、共時的な存在

は少ないと思われる。

土 坑 14基が検出され、D8・ 9号土坑は第 3節で述べたように「粘上の採掘坑」であろう。

また、D6・ 7号土坑 (9世紀代)の示す形態と状況は、佐久市安原池畑に所在する池畑遺跡

第 1号土坑に酷似しており、下記の類似点から農耕儀礼に関わる習俗の営みがなされたと推され

る「畜獣埋葬」議1の土坑であることが推察できる。

池畑遺跡第 1号土坑 赤座垣外遺跡 D6・ 7号土坑

形態 3.4mの 4円を呈し、深さ1.4m。   1)形 態 D6号 土坑は径 3.Omの 円形で、深

断面形状は括鉢状で、下部面は 1段      さ85911。 断面形状は播鉢状で、下部面

落ちこむ。                は約 20oll落ちこむ。D7号土坑は径

遺物 馬・牛の顎骨・下顎骨・頭畜骨、       2.2mの 円形で、深さ約 lm。 断面形

牛の距骨・踵骨・足根骨、土師器界      状はD6号 と同形態を示す。

・甕 。壺、30911大の石が数個出上し  2)遺 物 D6・ 7号 ともに須恵器甕・杯 。20

た。                     clll大 の石が数個検出された。

3)覆土 人為的な埋土の様子が窺われる。  3)覆 土 土層から人為的埋土と認められる。

このように今回調査をした赤座垣外遺跡D6。 7号土坑からは、獣骨こそ検出されなかったもの

の 1～ 3の酷似する点より、両土坑は畜獣埋葬を示唆するものであった。

溝状遺構 第 4節で述べたように、13基が検出され、古墳時代後期～中世とみなされる濤が検

出された。このうちM13号濤状遺構については、下記する点より中世城郭に伴う「堀」であるこ

とが窺われた。

本調査地から約700m南の位置に石並城がある。そして、この城跡に隣接した南側は王城跡、更

に、黒岩城跡が所在する。この一連をなす三つの城跡を通称「大井城」と称し、このうち黒岩城

・王城跡の一部は過年調査が行われ註2、 13～ 16世紀代に比定される遺物が出上した。また、調査

地の南約150mには六供後遺跡、石並城跡が所在し、昭和61年度に調査が行われたと8oこ の際、六

供後遺跡の調査では、幅 6m・ 深さ1.6mの堀が検出されている。このような状況から本溝状遺

構も石並城 (大井城跡)に関係する堀であることが窺われた。

註1 羽毛田伸博 1986「第Ⅳ章、第5節土坑」佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター1986『池畑・西御

堂』「類衆三代格巻第十九、禁制事、野事の所で應禁屠殺馬牛事と應禁制殺牛用祭漠神事の二つの禁制が発布され

ており、逆説的に考えると、庶民の間では、この二つの事がらが盛んに行われていたことが窺われる。」こと他よ

り考察している。

註 2 佐久市教育委員会 昭和61年 3月『大井城跡 (黒岩城)』

註 3 佐久市教育委員会 昭和63年 3月『大井城跡』
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遺構土層説明一覧

Hl号住居址土層説明
1層 黒 褐色± 10Y R2/3  礫(0 5cm大 )を少量、

パミス (0 5cal)を 微
量含む。

2層 黒 褐色± 10Y R2/2  パミス (05伽 大)・
ローム粒子・地山の黒
色土を少量含む。

黒 褐色 ± 10Y R2/2
黒 色 ± 10YR1 71 堅くしまる。礫 (1～

3 cal大)・ 砂粒を多量
含む。褐色土も含む。

黒 色 ± 10YR1 71 パミスを微量含む。暗
褐色土も斑状に含む。

極暗褐色± 7 5YR2/3  焼土粒子を多量含む。
黒 色 ± 10YR1 71 焼土粒子を少量含む。
黒 色 ± 10Y R〃 1  パミスを徴量含む。

H2号住居址土層説明
1層 黒 色 ± 10Y R〃 1

2層 黒 色 ± 10Y R2/1

パ ミス (0 5cal大 )

・赤 く変色 した鉄分

を徴量含む。

竪 くしまる。 ローム

粒子を少量、パ ミス

(0 5cm大 )を徴量

含む。

3層 黒 褐 色 ± 75YR〃2  焼土粒子を少量含む。
4層 黒 褐 色 ± 7 5YR3/2  粘土粒子を少量含む。
5層 極暗赤褐色± 5YR2/3  焼土。
6層 黒 色 ± 75YR〃 1  パミス (0 5cm大 )

・焼土粒子を徴量合
む。

7層 暗 褐 色 ± 7 5YR3/3 ロー卒ブロック・
コーム桂子を多畳含
む。

8層 黒 褐 色 ± 7 5YR3/2  パミス (05伽 大)

・粘土粒子を徴量含
む。

H3号住居址土層説明
1層 黒 色 ± 10Y Rノ 1  ローム粒子を少量含む。
2層 暗褐色± 10YR73  ローム粒子を少量含む。
3層 黒 色 上 10YR1 71 ローム粒子を微量含む。

H4号住居址土層説明
1層 黒 色 ± 10Y R〃 1  黄褐色土ブロックを多量、

にどい赤褐色土ブロック
を少量含む。

2層 褐 色 ± 10Y R4/6  堅くしまる。礫 (03～
05伽大) ,― ム粒子
・ロームブロックを多量
合L・。

3層 黒褐色± 10Y Rプ 2  パミスを少量含む。
4層 暗褐色± 7 5YR3/4  粘土ブロックを少量含む。
5層 黒褐色± 10Y R〃 3  ロームが主、礫 (0 3cal

大)を多量、パミス (0

3cal大 )を少量含む。

H5号住居址土層説明
1層 黒褐色± 10Y R3/2  ローム粒子を多量含む。
2層 黒 色 ± 10Y R〃 1  黄色・桃色ロームブロッ

クを多量、パミスを徴量
含む。

3層 黒褐色± 10Y R2/2  ローム粒子・ロームブ
ロックを少量含む。

4層 褐 色 ± 7 5YR4/3  ロームブロック・ローム

粒子を多量、パミスを少
量含む。

5層 黒 色 ± 10YR1 7/1 ロームブロックを徴量含
む。

6層 黒褐色± 10Y R2/2  ローム粒子を多量含む。
7層 褐 色 ± 75YR4/6  ロームが主。パミスを微

量含む。

層

層

層

　

層

層

層

H6号住居址土層説明

1層 黒褐色± 10YR2/2 礫 (0 5cm大 )を多量、ロー

ム粒子を微量合む。

2層 黒 色 ± 10Y Rノ 1 灰化粒子・パミネ (03卿
以下)を多量、焼土粒子を
徴量含む。

3層 黒褐色± 10YR2/2 ローム粒子を多量、ローム
プロック・パミス (l ct

大)を少量合む。

H7号住居址土層説明
1層 黒褐色± 10Y R2/3 ロームブロックを多量、パ

ミス (03～ 0 5cm大 )を少
量含む。

2層 黒褐色± 10Y R3/2 ローム粒子を多量、パミス

(0 3cnl大)を少量合む。

H8号住居址土層説明
1層 黒褐色± 10Y R3/2 ロームプロック・パ ミス

(0 1ol大 )を多量含む。
2層 黒 色 ± 10Y R2/1 ロームブロック・パ ミス

(03～ 0 5cal大)を少量含
む。

H9号住居址土層説明
1層 黒 色 ± 10Y R2/1 ローム粒子・パミスを徴量

合む。
2層 黒褐色± 10Y R2/3 褐色土ブロックを多量、パ

ミス (0 5on大)を少量含
む。

H10号住居址土層説明
1層 黒褐色± 75YRプ2  褐色の地山ブロックを少

量、黒色土ブロックを合
む。

2層 黒 色 ± 7 5YR2/1
3層 暗褐色± 7 5YR73 褐色・明褐色の地山ブ

ロック・黒色土ブロック

を多量含む。

4層 黒褐色± 7 5YR3/2  住居使用中に堆積 したと

思われる土。

5層 褐 色 ± 7 5YR73  ロームを主とし、パミス

(小)を少量、黒色土を
含む。

6層 黒褐色± 10Y R2//2  非常にきめ細かく粘性弱。

H10号住居址カマド土層説明
1層 黒 褐 色 ± 75YR72  明褐色土・掻色土

ブロックを含む。
橙  色  ± 25YR6/6
極暗赤褐色± 5YR〃3  焼土粒子を多量含

む。
極暗赤褐色± 7 5YR2/3 焼土ブロックを少

量含む。
にない赤褐色± 2 5YR74  焼土。

天丼部が崩落した
もの。

7 5YR78
75YRみ /3

2 5YR2/2  焼土ブロックを含
む。

2 5YR6/6
7 5YR4/4
5 YR2/4  熱を受け、にぶく

赤味がかかる。煤
状の炭化粒子を多
量、炭を少量含む。

75YRノ 2  黄怪色土・怪色土
ブロックを含む。

土

土

土

　

土

土

土

騨申申　色色中

黄

極

極

　

笹

褐

極

媚
媚
　
姫
　
媚
蠣
　
媚
蠣
媚
　
帳
醍
蠣
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層

層

Hll号住居址土層説明

1層 黒 色 ± 10Y R2/1  ロームブロック・ローム

粒子を少量、炭化粒子・
フペミス (0 5cm大 )を徴
量含む。

2層 黒褐色± 10Y R2/2  ローム粒子を多量含むも
3層 黒 色 ± 10Y R〃 1  ローム粒子を少量含む。
4層 甥褐色± 7 5YR76  ロームが主。パミスを微

量含む。
5層 褐 色 ± 10YR76  ロームが主。パミス・黒

色土ブロックを少量合む。

Hll号住居址カマド土層説明
1層 暗 褐 色 ± 7 5YR3/3 炭・焼土ブロック

(中 )を多量、黒色
土・褐灰色土ブロッ
クを含む。

焼土。

焼上ブロック (小 )

・炭を多量含む。

4層 褐  色  ± 75YR4/6
5層 褐  色  ± 75YR4//3
6層 にぶい褐色± 75YR5/4
7層 暗 褐 色 ± 75YR3/4
8層 黒 褐 色 ± 7 5YR3/2

H12号住居址上層説明
1層 黒褐色± 10YR73  パミス (05～ l cE大 )

を多量、ローム粒子を少
量含む。

址 2層 と同 じ)

3層 黒褐色± 10Y R2/2

H14号住居址土層説明

1層 黒色± 10YR1 71 褐色土ブロックを含む。

H15号住居址土層説明 イ

1層 黒褐色± 10Y R2/2 ロームブロック・ローム粒

子を多量、パミスを微量含
む。

2層 褐 色 ± 10YR4/6 コームが主。パミスを少量
含む。

H16号住居址上層説明
1層 黒 色 ± 10YR1 71  堅い。
2層 黒褐色± 10Y R〃 2   パミス (05～ 3 cI大 )

・ロームブロックを多
量含む。

笹 色 ± 2 5Y R67/6   構築土が崩落 したもの。

赤黒色± 2 5YR2/1   焼土ブロック・演を合

む 。

5層 赤黒色± 25YR1 71

H17号 A住居址王指説明
1層 黒 褐 色 ± 10YR72 ローム粒子・礫

(小)を多量、黒色
土ブロックを含む。

2層  にぶい黄褐色± 10Y R4//3 ローム粒子・ローム

ブロックを多量含む。

H17号 B住居址土層説明
1層 黒褐色± 10Y R2/2  ローム粒子・コームブ

ロック・パ ミス・礫

(小)を含む。

2層 黒褐色± 10YR2/3  ローム粒子・ ロームブ
ロックを多量、パミスを

含む。
3層 黒 色 ± 10Y R2/1  ローム粒子・パミスを少

量含む。
4層 褐 色 ± 75YR4/4  ロームが主。黒掲色土・

パミス (大)を多量含む。
5層 黒 色 ± 10YR1 71

H17号 B住居址カマド土層説明
1層 にどい笹色± 5YR6/4  ローム粒子を多量、

焼土粒子を少量含
む。(天丼部崩落
と思われる)

2層 黒 褐 色 ± 5YR3/1  焼土粒子を少量含
む 。

3層 黒

4層 暗 赤 |

5層 黒 褐

6層 暗 褐

7層 にぶい

3層 黒

9層 黒

10層  黒 褐

± 10YR1 71 黒色土ブロック。
± 5 YR3/4  焼土粒子を多量含

む。
色 ± 10YR72  ローム粒子を多量、

焼土・黒色ブロッ
クを少量含む。

色 ± 10Y R3/4  焼土粒子。

黄笹色± 10Y R7海   ロームが主。焼土

粒子を徴量含む。

色  ± 10YR1 71 礫 (0 5cm大 )を
少量含む。

色  ± 5YR1 71 ロームブロックを

多量、礫 (0 5ca

大)を少量含む。
色 ± 5YR2/1  焼土・炭化物を多

量含む。

H18号住居址土層説明
1層 黒褐色± 10Y R2/2  粘性強。
2層 暗褐色± 10Y Rプ 3  パミス (小)を少量合む。
3層 黒褐色± 10Y R3/2  パミス (小)を少量含む。
4層 黒褐色± 10Y R〃 3  パミス (小～中)を少量

含む。

橙 色 ± 5YR6/8
暗赤褐色± 5YRプ 2 層

層

2層 黒褐色土

3層 黒褐色土

4層 褐 色 土

7 5YR3/2  焼土粒子・粘土粒子を少
量含む。

10YR3/2  ロームブロックを多量、
パミスを少量含む。

10YR76  ロームが主。パミスを徴
量含む。

色

褐 色

褐

黒

褐

黒

黒

層

層

層

層

層

８

９

Ю

■

１２

H12号住居址カマド土層説明
1層 黒 褐 色 ± 10Y Rノ 3  明黄褐色上の粘土ブ

ロックを多量含む。
2層 明黄褐色± 10YRν 6  粘土。
3層 赤 褐 色 ± 5 YR4/6  焼上を多量、炭を合

む。
4層 種暗赤褐色± 5YR2/3  焼上を少量含む。
5層 明 褐 色 ± 75YR5/6
6層 にがい怪色± 5YR6/4
7層 極暗赤褐色± 2 5YR2/3  焼土ブロック・炭・

明黄褐色土を含む。
全体に熱を受けてい

る。
色 ± 10Y R4/6

褐 色 ± 7 5YR2/2
色 ± 10Y R4/6

褐 色 ± 5YR3/1
色 ± 7 5YR2/1

H13号住居址上層説明
1層 黒褐色± 10Y R2/2 暗褐色土ブロックを合む。
2層 黒褐色± 10YR2/2 褐色の地山土・褐色土ブ

ロックを多量含む。

H13号住居址カマド上層説明
1層 にぶい赤褐色± 5YR4/4  焼土。
2層 黒  色  ± 75YR〃 1  ロームブロックを

少量、パミス・礫
を微量含む。

3層 暗 褐 色 ± 10YR74  ロームが主。

H13号住居址旧カマド土層説明
1層 黒褐色上 10YR72 暗褐色土ブロックを含む。

(住居址 1層 と同じ)

2層 黒褐色± 10Y R〃 2 褐色の地山土・褐色土ブ
ロックを多量含む。(住居
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5層 黒 色 ± 10Y R2/1

6層 褐 色 ± 7 5YR76
7層 暗褐色± 10YR3/3

Fl号掘立柱建物址土層説明
1層 暗褐色± 10Y R3/3

2層 暗褐色± 10YR3/3

3層 黒褐色± 10Y R〃 3

4層 暗褐色± 10YR3/3

5層 黒 色 ± 10YR1 71

F2号掘立柱建物址土層説明
1層 暗褐色± 10Y R3/4

2層 黒 色 ± 10Y Rノ 1

3層 黒 色 ± 10YR1 71

4層 黒 色 ± 10YR1 71

Dl号土坑土層説明
1層 暗褐色± 10YR74

2層 黒褐色± 10YR3/2
3層 黒褐色± 10Y R〃 2

4層 暗褐色± 10Y R3/3
5層 黒 色 ± 10Y Rノ 1

6層 褐 色 ± 10YR74

D2号土坑土層説明
1層 暗褐色± 10Y R3/4

2層 黒褐色± 10Y R〃 2

3層 黒褐色± 10Y R2/73

4層 黒 色 上 10Y R2/1
5層 黒 色 ± 10YR1 71

D3号土坑土層説明
1層 黒褐色± 10Y R〃 3

2層 黒 色 ± 10Y R2/1

3層 褐 色 ± 7 5YR4/6
4層 黒褐色± 75YRノ 2

5層 褐 色 ± 75YR4/4
6層 褐 色 ± 7 5YR4/6
7層 黒褐色± 7 5YRγ 2

D4号上坑土層説明
1層 黒色± 10YR1 71

D5号土坑土層説明

1層 黒褐色± 10Y R2/3 ロームブ ロ ック・ パ ミス

(0 3cm大 )を多量含む。

2層 黒褐色± 10Y R3/2 ローム粒子を多量含む。

D6号土坑土層説明
1層 黒 褐色 ± 75YRノ 2 パミス (0 5cdl大)を

少量・パミス (3～ 5

2層 極暗褐色± 75YR2/3

3層 黒 色 ± 75YR〃 1

4層 極暗褐色± 7 5YR2/3

91大)を微量含む。

朔赤褐色の地山ブロッ

クを含む。

人為的埋土 と思われる。

明赤褐色・橙色ブロッ

ク (極小)を多量含む。

D7号土坑土層説明

1層 黒 色 ± 10Y R2/1  礫 (小)・ 砂を少量含む。

2層 黒褐色± 10YR3/2  ローム粒子 を多 量、礫

(小)を少量含む。

3層 黒褐色± 10Y R2/2  ローム粒子 ・ ロー ムブ

ロックを多量、礫 (小 )

を少量含む。

4層 黒 色 ± 10YR1 71 礫 (小)。 ローム粒子・
ロームブロックを少量含

む。
5層 黄褐色± 10Y R5ん

D8号土坑土層説明
1層 黒 褐色 ± 7 5YR72 黒色土ブロック・明黄

褐色土・獲色土を合む。

2層 混 合 土        浅黄怪色土・黒色土ブ
ロックを少量、桂色土
・褐色土 。明褐色土 `

IIB黄褐色上を含む。

3層 明黄褐色± 10Y R6/6  明褐色土ブロックを含

む。

D9号土坑土層説明
1層 黒 色 ± 10Y Rノ 1 ローム粒子・ ロームブ

ロック (黄・桃・白色)

2層  明黄褐色土

3層 黄 褐 色 上

4層 浅黄獲色土

D10号土坑土層説明

1層 黒 色 土

2層 黄褐色土

D12号土坑土層説明

1層 黒 色 土

2層  明赤褐色土

を多量含む。
10Y R7/6 ロームが主。
10Y R5/6 ロームが主。礫 (05～

1卿大)を少量含む。

10YR8/4 ロームが主。

10Y R2/1 パミム・ロームブロックを

少量含む。
10YR76 ロームが主。

10Y R〃 1

5 YR5/8 黒色土ブロック (小)を
含む。

D14号土坑土層説明
1層 黒色± 10Y Rノ 1 ロームブロックを少量、パミ

ムを微量含む。

MI号溝状遺構土層説明
1層 黒 褐色 ± 5YRノ1  耕作土。
2層 暗赤褐色± 5YR73  礫 (0 5cm大 )を少量

含む。
3層 暗赤褐色± 5YR3/4  礫 (0 5cal大 )を徴量

合む。
4層 黒 褐色 ± 5YRツ1  礫 (05～ 3 cal大 )

砂を少量含む。

5層 黒 褐色 ± 5YR〃1  礫・砂を多量含む。

6層 黒 色 ± 5YR17/1 堅い。礫を徴量含む。

M2号清状遺構土層説明
1層 黒褐色± 7 5YR71  ローム粒子を少量含む。

M4号溝状遺構土層説明
1層 黒褐色± 10Y R2/2 パミスを少量、P― ム粒子

を含む。

M5号溝状遺構土層説明
1層 黒色± 10YR1 7/1 ロームブロックを多量、

ローム粒子を少量、パ ミ

ス (小～中)を徴量含む。

ローム粒子を多量含む。

ローム粒子を多量含む。

礫 (05伽大)・ 赤 く変

色 した鉄分を少量、パ ミ

ス (0 3cln大 )を微量含

む。
パ ミス・ ローム粒子を微

量、黒色土ブロックを斑

状に含む。
ローム粒子を多量、パ ミ

スを微量含む。

きめ細かい。赤 く変色 し

た鉄分を多量含む。

地山の黒色上が主。 ロー

ム粒子を少量含む。

礫・ ロームブロックを多

量含む。

暗褐色土ブロックを多量、

砂を少量含む。

暗褐色ブロックを少量含

む。

暗褐色粒子を微量含む。

礫 (小)。 ロームブロック

を少量含む。

礫 (小)を微量含む。

礫 (小) ロームブロック

を多量含む。
ローム粒子を多量含む。

ロームが主。黒色土ブロッ

クを合む。

礫 (小)・ ロームブロッ

クを多量含む。

礫 (小)・ ローム粒子を

少量含む。
ローム粒子を少量含む。

ローム粒子を微量含む。

礫 (0 1cn大)を 少量含

む。

炭化粒子を少量、パ ミス

・礫 (0 1cm大 )を微量

含む。

黒色土を含む。
パ ミスを徴量含む。

6層 の褐色土を少量含む。

灰化粒子を徴量含む。

地山の黒色上を多量合む。

パ ミス (0 5cm以 下)を少

量合む。
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ローム粒子・パ ミスを少量

含む。

M6号溝状遺構土層説明

1層 黒色± 7 5YR2/1   礫 (05～ l ol大)を少
量含む。

2層 黒色± 75YR1 71  礫 (05～ l cE大)を多
量含む。

M8号・M9号滞状遺構土層説明
1層 褐灰色± 10YR4/1   耕作上。
2層 暗褐色± 75YR3/4   耕作土。
3層 黒褐色± 75YR3/1   パミス (0 5cE大 )

多量含む。
4層 黒 色 ± 75YR2/1   パミス (0 5cm大 )

少量含む。

黒 色 ± 75YR1 71  ローム粒子を徴量含む。

褐 色 ± 75YR4/3   ロームブロック・ ロー

ム粒子を少量含む。

M‖ 号溝状遺構土層説明
1層 黒 色 ± 10Y R2/1 礫 (0 3cal大 )。 ローム絃

子を少量含む。

5層 黒褐色± 10Y R2/3 ローム粒 子を多 量、礫
(0 3cm大 )を少量含む。

6層 黒褐色± 10Y R3/2 ローム粒子を多量含む。

M12号溝状遺構土層説明
1層 黒褐色± 10Y R2/2
2層 黒 色 ± 10Y R2/1

3層 黒褐色± 10Y R2/8

4層 暗褐色± 10YR3/4
5層 暗褐色上 10YR3/4

耕作上。
ローム粒子を少量、パ ミス

(1 5ol大 )を微量含む。
ローム粒子を多量、パ ミス

(0 5cal大)を徴量含む。
ロームが主。
ローム粒子・ ロームブロッ

クを多量含む。を

　

を

層

層

M13号溝状遺構土層説明
1層 黒 褐色± 10Y R2/2  礫 (小)・ 床上を少量

含む。
2層 黒 色 ± 10Y R2/1  礫 (小)。 州Iの よどみ

の白色ブロックを微量

含む。

2層 黒褐色土

3層 黒褐色上

4層 黒褐色土

10Y R2/3 砂層。礫 (05～ 1卿大)を
多量含む。

10Y R2/3 礫 (0 3cal大 )。 ローム粒
子を徴量含む。

10Y R3/2 礫 (1～ 3 cm大 )を多量、
ローム粒子を少量含む。

3層

4層
5層
6層

7層

8層

9層

遺物観察表

第 2表 赤座垣外遺跡出土石器観察表

黒 褐 色 ± 10Y R3/1  砂・川のよどみの自色

ブロックを少量含む。

灰黄褐色± 10Y R4/2  砂・礫 (小)層。
黒 色 ± 10Y R2/1  礫 (小)を少量含む。
黒褐色± 10Y R2/2  礫(小 )・ 砂を多量合む。
黒 色 ± 10YR1 71 堅い。礫 (小)を含む。
褐 色 ± 10Y R4/4  壁面の崩落層。
黒褐色± 7 5YR3/1  鉄分の多い礫・砂の層。

挿図番号 器 種 石 質
法 量  (cll)

出土遺構 備 考
長  さ 幅 厚 さ

13--1 砥  石 花  闇 岩 H4号住居址

21--1 砥  石 砂質 粘板岩 く42〉 H7号住居址

25--1 敲  石 輝石 安 山岩 H10号住居址

46-― ユ 台状砥石 安  山 岩 (13.1〉 (110〉 H16号住居址

64--1 砥  石 安  山 岩 D5号土坑

85--1 石  鏃 灰色チャー ト (1 45〉 Mll号濤状遺構 快深0.65cln
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第 3表 Hl号 住居址出土土器観察表

第 4表 H2号住居址出土土器観察表

図
号

挿
番 種別 器形 法量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成  色 調 備   考

5-1 須恵器 堺

14 0
63
37

完形

ロク ロナ デ →底 部 回転 糸 切 り 胎土 密。白色粒子を含む
焼成 良好
色調 内2 5GY2/1(黒色)

外5Y71(灰白色)

5-2 須恵器 芥

14 0
67
40

口輝琢b/4
底部完形

ロク ロナデ→底部回転糸切 り 主
成
調

賄
焼
色

省 。 日 巴 杜 す ピ言 U
良好
5Y71(灰白色)

5-3 須恵器 不

】

３

１

Ш

儀

■

口 輝琢1/Z

底部完形

ロクロナデ→展部回転糸切 り 生
成
調

鷹
焼
色

御 。 日B杜 す τ ttt」

良好

2 5GY71(黒 色)

5-4 須恵器 不

(136)
(52)
40

日稼一 部
底部 1/2

ロクロナデ→底部回転沐切 り 胴 二  省 。 日 B卍 す ・ 4E ttTl.言 ぜ

焼成 良好
色調 5Y5/1(灰色)

火だす きあ り

5-5 須恵器 界

(138)
(57)
41

口稼～ほ
部 1/2

ロクロナデ→底部回転米切 り 主
成
調

順
焼
色

智 。日 巴 秘 す 尽 巴 卍 す 言 ぜ

良好
25Y6/2(灰黄色)

5-6 須恵器 邦

(147)
(7 2)
37

口稼 ～ K
部1/2

ロクロナデ→底部回転糸切 り 脂 上  智 。 黒 巳 杷 す
`言

む

焼成 良好
色調 5Y3/1,71(オ リーブ黒

色・灰白色)

5-7 須恵器 界 59
(1 1〉

氏部冗形 ロクロナデ→底部回転糸切り 土
成
調

胎
焼
色

密。自色粒子を含む
良好
2 5GY5/1(オ リーブ灰色)

5-8 土師器 外

(160)
(60)
45

口縁1/2

底部1/4

ロクロナデ→晨部回転 糸 切 り→

内面ヘ ラ ミガキ後黒色処理

胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外7 5YR6/6(橙色)

5-9 土師器 界

(152)
73
36

口稼1/8
底部完形

ロクロナデ→展部回私 糸切 9→
高台姑付 ・内面ヘ ラ ミガキ後 黒

色処理

胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒色)

外7 5YRν 4(に がい橙色)

5-10 土師器 不

０
め
４

硼
Ｇ
＆

口稼1/4

底部1/2

Pク ロナデ→底部切 り離 し後 回

転ヘ ラケズ リ・外周手 持 ちヘ ラ

ケズリ→内面ヘラミガキ後黒色
処理

胎土 抄紅 を含む

焼成  良好

色調 内10YR1 71(黒 色)

外7 5YR5/6(明褐色)

日唇部の暦耗が著
しい。

5-11 上師器 界

(122)
(50)
48

口稼 ～ ほ

部1/3

ロクロナデ→内面ヘラミガキ後
黒色処理

隋 i 4/7杜 を 言 む

焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外7 5YRν 6(橙色)

外 国杯 部 に 墨 膏 め

り (「 大」)

日唇 部 の 摩 滅 著 し

ヽヽ

5-12 土師器 ヌ

(154)
54
49

日縁1/5

底部完形

ロクロナデ→底部回転糸切 り→

内面ヘラミガキ後黒色処理
B含上 υ秘密言」
焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外7 5YR7/4(に ぶい橙色)

5-13 土師器 甕

(210)

く55〉

日稼1/4 日稼 ヨヨナデ→円画胴 部 ヘ ラナ

デ・外面胴部ヘ ラケズ リ
生
成
調

胎
焼
色

砂粒を含む
良好
5YR5/6(明 赤褐色)

5-14 土師器 甕

(200)

く46)

日縁1/4 日稼ヨヨナデ 胎土 秒粒を含む
焼成 良好
色調 5YR6/4(に がい橙色)

5-15 須恵器 壺
．
７３

７９

医部完形 ロクロナデ→風部切 り離 し→ 島

台貼付

生
成
調

胎
焼
色

密。白色粒子を含む
良好
N4/0(灰色)

図

号

挿

番
種別 器形 法量 残存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ,色 調 備   考

7-1 土師器 邦 ( (64)
く3 0)

底部 2/3 ロクロナデ→展那回転 添切 り→

内面 ヘ ラ ミガキ後黒色処理

胎土 砂粒・石央を含む
焼成 良好
色調 内7 5YR4/2(灰褐色)

外7 5YR6/4(に がい橙色)

7-2 土師器 界 (80)
く16)

葛台1/2 胎土 紗柾を含む

焼成  良好

色調 10Y R4/2(灰黄褐色)

7-3 土師器 小形甕 62
く3 4〉

囁部完形 ロク ロナデ →底 部 回転 糸 切 9 生
成
調

胎
焼
色

υ柾ね央を含ひ
良好
7 5YR5/4(にがい褐色)

底部形状は高台状
である。

―- 43 -―



挿図
番号

種】U 器 形 法 量 残存 成  形  。 調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

9-1 土師器 外

(140)
(52)
41

日縁1/3
底部2/3

ロクロナデ→底部回転糸切 り→

内面暗文状ヘラミガキ (十 字)

後黒色処理
焼成 良好
色調 内10YR1 71(黒色)

外7 5YR5/3くにがい褐色

9 2 土 師器 外 60
く16〉

咀那b/6 ロクロナテ→農那回転 糸 切 9
内面暗文状ヘ ラ ミガキ 焼成 良好

色調 内10YR3/2(黒褐色)

外7 5YR4/2(灰褐色)

9 8 土師器 甕

く30〉

咀淋 元 形 内 画 ナデ  外 薗ヘ ラ ケス リ 月0二 1/7秘 ど冨 ■F

焼成  良好

色調 内2 5YR3/2(暗赤褐色)

外2 5YR6/4(にがい橙色

10 4 土師器 小形甕 60
く2 6〉

畷部 冗 形 ロクロナデ→底部切 り離 し後 手

持ちヘ ラケズ リ・内面黒色処理
治土  砂粒を含を

焼成  良好

色調 7 5YR5/3(に がい褐色 )

10 5 土師器 甕

(214)

く188〉

口稼1/4 ロクロナデ→内向BRl部 下 半 ヘ ラ

ナデ 外面胴部下半ヘ ラケズ リ
府 土  ν 杜 を 言 む

焼成 良好
色調 内7 5YR6/4(にがい橙色)

外75YR74(にぶい橙色)

10-6 土師器 甕

(218)

く9 8〉

口豚 ～ 月F

部1/4

ロクロナデ 胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 5YR5/4(に ぶい赤褐色)

と接合

10 7 土師器 小形甕
138

く12 7〉

口縁3/4 Pク ロナデ 胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 内5YR6/6(橙 色)

外2 5YR6/6(橙色)

第 5表 H3号 住居址出土土器観察表

第 6表 H4号 住居址出土土器観察表

第 7表 H5号 住居址出土土器観察表

挿図
番号

種 別 器 形 法 量 残 存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

12  1 土師器 不

囁辞 完形 ロクロナデ→底都回転糸切 り→

内面暗文状ヘラミガキ (十 字)

清 土  υ 狂 を 言 ●・

焼成 良好

12 2 土師器 不

(124)
(6 2)

日稼 ～ 医

部1/3

ロクロナデ→底部回転糸切 り 胎土 砂粒を含む
焼成 良好

H5 1層 の遺
物と接合

14  8 土師器 甕

(220)

(124〉

口稼1/4 Pク ロナデ 治土 砂粒 を含む

焼成 良好
俸調 クRVR4/4`に ぶい来堀魯

14  4 土師器 甕

(232,

く60〉

口穆充1 ロクロナデ 愴土 紗粒 を含む
焼成  良好
色調  7 5YR7/6(繕 負 |

図
号

挿
番 種別 器 形 法 量 残 存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

16 〕 土師器 不

(140)

50

２
形

Ｖ
完

縁
部

日
底

内面ナデ→口縁ヨヨナデ後一部
ヘラミガキ→外面体部～底部ヘ

ラケズリ

胎土 砂粒を含む

焼成  良好
色調 75YRツ 2(灰褐色 )

16  2 土師器 不

(134)

45

日縁～広
部1/2

円 Elナ テ → 口稼 ヨ ヨナ ア → 外 区

体 部 ヽ底 部 ヘ ラ ケズ リ

胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 7 5YR6/4(に がい橙色)

16  3 土 師器 不

(156)

＼49う

口豚1/Z ロクロナア→肉向ヘ ラ ミガキ篠

黒色処理
胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外 5YR4/3く にぶい赤獲
色)

16 4 土師器 不

4ヽ 2ゝ

医部 1/2 内向底部ヘラナデ 体部ヘラミ
ガキ 外面ヘラケズリ後ヘラミ
ガキ

胎土 赤褐色程子を含む

焼成  良好

色調 内5YR5/2(に がい赤褐色)

外10YR5/3(に がい黄褐色)

16 5 土師器 外

(128)
(48)
46

回稼1/4

底部完形

ロクロナデ→底部回転 糸 切 り→

内面暗文状ヘ ラ ミガキ (十 字 )

後黒色処理

胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外7 5YR7/6(橙色)
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16-6 土師器 界

13 0
73
33

は ほ冗 形 ロク ロナテ→膿辞回転 糸 V」 9→
高台貼付・ 内面暗文状 ヘ ラ ミガ

キ後黒色処理

焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒色)

外75YR4/3(褐 色)

16-7 土師器 外 60
く30〉

底部 冗 形 ロクロナデ→瓜部回転 糸 切 り→

高台貼付・ 内面ヘ ラ ミガキ後 黒

色処理

月0上  ν 狂 ど 冨 む

焼成 良好
色調 内10YR1 71(黒色)

外7 5YR7/4(にがい橙色)

16-8 土師器 甕

(218)

く9 8〉

回稼 彰 月冊

部1/4

ロクロナデ 胎土 砂粒を含を

焼成  良好

色調 5YR5/4(に ぶい赤褐色)
聯路

Ｉ
物遺

３

の

Ｈ
層

図

号

挿

番 種別 器形 渉量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 廃 成 ・ 色 調 備   考

18-1 土師器 界

(127)

〈62)

口稼～体
部1/4

内向 ナデ・ 口縁 ヨヨナデ・ 外 白

体部ヘ ラケズ リ→内外 面 ヘ ラ ミ

ガキ

廂 二  ν 卍 を 言 む

焼成 良好
色調 5 YR6/4(にがい橙色)

第 8表 H6号住居址出土土器観察表

第 9表 H7号住居址出土土器観察表

第10表 H8号 住居址出土土器観察表

第■表 H10号住居址出土土器観察表

図

号

挿

番 種牙U 器形 法量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 上 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

20--1 須恵器 界

望

４

寅

‐３

■

負

日稼3/4

底部完形

ロクロナデ→底部回転糸切 り 治土  密。 自色粒子を含む

焼成  良好
名 E厨 雨 7/∩ r摩 由魯ヽ

20--2 須恵器 不

お

０

１

‐３

仕

生

口縁2/3
氏部完形

ロク ロナデ →辰 部 回転 糸 切 り 】台土 衝。黒色粒 のる 出あ り。 自
色粒子を含 む

良好焼成

20--3 須恵器 外

(138)
61

口縁1/3

底部完形

ロ ク ロナ デ→底 部 回転 糸 切 り 治土 密。黒色柱子を含 む

焼成  良好
各調  25V7/1`医 白待Ⅲ

20--4 須恵器 必

７

０

６

‐３

儀

３

日稼2/3
武部完形

ロクロナデ→辰部回転米切り 旧 上  省 。 日 巳 秘 す
°

黒 B梃 す 2
含む

焼成  良好

20--5 須恵器 芥 67
(1 5〉

蔑部 完 形 ロク ロナデ →医 部 回転 糸 切 り 胎土 密。赤褐色粒子を含む

焼成  良好
仲調  7 5YR8/2(灰 白伸 )

20--6 須恵器 邦

(108)
72
46

日縁1/4

蔑部完形

ロクロナデ→展那切 9離 し後 に

転ヘ ラケズ リ→高台貼付
二
成
調

順
焼
色

智 。 黒 巴 卍 す を 言 轡

良好
内N5/0(灰色)

外薗に 目然 粕 付 活

20--7 須恵器 界

(140)
(58)

日縁 ～ 展

部1/4

Pク ロナ デ →底 部 回転 糸 切 り 胎土  日色粒子を含む

焼成  良好
仲調  7 5YR5/1`楊 反負う

火だ す きあ り

20--8 須恵器 四耳壷

ロクロナデ→外面タ
行)・ 内面当て具痕
→外面に隆帯貼付

平

＞

て

円
キ
心

夕
同

色

色

黄

灰

淡

黄
Ｙ

Ｙ

。
好

み

Ｚ

省
良

内
外

二
成

調

胴
焼

色

図
号

挿
番 種別 器 形 法 量 残 存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 傭   考

23-1 土師器 外

(130)
52
38

日稼1/6

底部完形

ロクロナデ→底部切 り離 し後 底

部～外周手持 ちヘ ラケズ リ・ 内

面黒色処理

胎土 砂粒 を含む

焼成  良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外7 5YR5/4(に ぶい褐色)

図
号

挿
番 種,」 器 形 法 量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成  色 調 備   考

27--1 須恵器 不

(154)
(97)
62

口稼～底
部1/2

ロクロナテ→底部回転 糸 切 り後
回転ヘ ラケズ リ→高台貼付

工
成
調

胴
焼
色

良好 (還元不足)

10YR4/1(褐灰色)

外 向 に 目然細 付 着

27--2 須恵器 芥

157
94
70

日稼1/Z

底部完形

ロクロナテ→底部切 9 rjHし 後 回

転ヘ ラケズ リ→高台貼付
工
成
調

胴
焼
色

良好
5Y5/1(灰 色)
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29-3 土師器 甕 49
く6 1)

眠部 冤 形 肉向ヘ ラナテ・外 向胴 部 ～底 部
ヘ ラケズ リ 焼成 良好

色調 内2 5YR5/6(明赤褐色)

外2 5YR6/6(橙色)

29-4 土師器 甕

(218)
(4 0)
28 0

口穆菟1/3 口稼 ヨヨナデ→困薗胴 温 ～展 辞
ヘ ラナデ 外面胴部～ 底 部 ヘ ラ

ケズ リ

胴二 ry7TNIど言 ●・

焼成  良好
色調  内2 5YR5/4(にぶ い赤 褐

色 )

外25YRν4(に がい登色)

29  5 土 師器 甕

(204)
(4 5)
26 2

日縁1/4 日稼ヨコナデ→内面lal部～底剤
ヘラナデ・外面胴部～底部ヘラ
ケズリ後一部ナデ

府 上  υ 祉 を 言 む

焼成 良好
色調 内2 5YR6/4(に がい桂色)

外5YRν4(に がい橙色)

29-6 土師器 甕

22 8

く103〉

口稼1/ 日縁ヨコナデ→内面胴部ヘラナ
デ・外面胴部ヘラケズリ

胎土 砂粗を含む
焼成 良好
色調 内25YRツ4(にがい赤褐

色)

外2 5YRν 6(獲色)

30 - 7 土師器 養

(236)

く10 3〉

口縁1/4 口縁 ヨヨナデ・肉向胴 部 ヘ ラナ

デ 外面胴部ヘ ラケズ リ
胴 主  ツ 狂 ど 言 tj

焼成 良好
色調 内5YR5/4(に がい赤褐

色)

外75YR7/4(に がい笹色)

30 - 8 須恵器 棗 (112)
く186〉

氏 皆ヽ 1/t 外面胴 部 タケキ (平行 ) 下 部

回転ヘ ラケズ リ・ 内面 当て具 痕
下部 ナデ

胎土 密。黒色粒の溶出あり
焼成 良好
色調 内N5/0(灰色)

外10Y R4/1(褐灰色)

外面に 目然 llH付 着

30-9 須恵器 甕

氏部一 温 外 向胴那 タタキ (半行 ,後 部 分

的にナデ・下部ヘ ラケズ リ・ 内

面 当て兵痕・部分的にナデ
焼成 良好 (や や還元不足)

色調 内5P6/1(紫 灰色)

外5PB4/1(暗 青灰色)

日本/1H何 万ヨ

図

号

挿

番 種別 器 形 法 量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成  色 調 備   考

38- 1 土師器 杯

日稼2/3

衷部完形
日稼 ヨヨナデ 閥向体 部 ～底 温
ナデ '外面体部～底部 ヘ ラケズ

リ→内面ヘ ラ ミガキ後黒色処理

胴 主  亦 御 巴 秘 す ・ ●/Alr τ tt tP

焼成 良好
色調 内10YR1 71(黒色)

外7 5YR73(に がい橙色)

33  2 土師 器 堺

(114)

く5 9〉

日稼1/5 内面 ヨヨナデ→ヘ ラ ミガ キ後 鐸

色処理・外面 口縁 ヨヨナ デ 体

部ヘ ラケズ リ→ヘ ラ ミガキ

廂 土  ν 秘 ″ 言 む

焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外7 5YR73(に ぶい橙色)

第12表  H■号住居址出土土器観察表

第13表  H12号住居址出土土器観察表

第14表  H13号住居址出土土器観察表

挿図
番号

種 別 器 形 法 量 残 存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

36  1 須恵器 ヌ

(142)
(99)
34

口稼～ 底
都1/3

ロクロナデ→底部切 り離 し後 手

持ちヘ ラケズ リ
胎上  自色粒子・黒色粒子を含む

焼成  良好
色調 10GY6/1(緑灰色)

火だすきあり

36   2 土師器 小形甕
(124)

く9 9ゝ

口厖kZ/3 口縁ヨヨナデ 内面胴部ヘラナ
デ・外面胴部ヘラケズリ

胎土 砂粒を含む

焼成  良好

色調  内2 5YR6/6(橙色 )

外5YR6/4(に がい橙色)

図
号

挿
番 種 別 器 形 法量 残存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ,色 調 備   考

40  1 須恵器 不

130
72
40

′ま′&5E形 ロク ロナテ →底 部 回転 添 切 り 生
成
調

胎
焼
色

砂粒を含む
良好
N7/0(灰白色)

40   2 須恵器 不

140
74
41

は ほ元 形 ロク ロナテ →底 部 回転 糸 切 り 生
成
調

胎
焼
色

白色粒子・茶褐色粒子含む
良好
25Y71(灰白色)

kだすぎあり

40  3 須恵器 不

(142)
(8 4)
41

口豚～ほ
部1/2

ロク ロナ ア →底 淋 回転 糸 切 り 生
成

調

胎
焼

色

黒色粒子・自色粒子 砂粒
良好
N6/0(灰色)

kだすぎあり

40   4 須恵器 蓋

(158)

〈1 6〉

口稼 1/6 ロクロナテ 土
成

調

胎
焼

色

白色粒子を含む
良好 (やや還元不足)

10B G4/1(暗 青灰色)
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40--5 土師器 甕

(216)

く7 5〉

日稼1/6 回縁ヨヨナデ 内向胴滸ナデ
外面胴部ヘラケズリ

炉 主  ν 卍 ゼ 言 ●・

焼成 良好
色調 5YRν 6(橙色)

第15表  H15号住居址出土土器観察表

図
号

挿
番 種別 器形 法量 残 存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

43--1 須恵器 不 (97)
く4 1〉

囁部 1/Z ロクロナデ→底部回転糸切 り→

高台貝占付
主
成
調

胴
焼
色

日 B狂 す
°

患 巴 卍 す τ tt tr

良好
NνO(灰色)

第16表  H16号住居址出土土器観察表

図
号

挿
番 種 別 器形 法量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

45--1 須恵器 外

(127)
(74)
34

口縁 1/4 ロクロナデ→底部切 り離 し後 手

持ちヘ ラケズ リ
工
成
調

府
焼
色

日 巴 科 す ・ 尽 巴 卍 す ど 百 ど

良好
N5/0(灰色)

45- 2 土師器 必

(144)
(3 0)
39

氏部1/2 口稼ヨヨナデ・内向原部ナデ・

外面体部・底部ヘラケズ リ→内
面暗文状ヘラミガキ (日 縁放射
状・底部らせん状)

胎土 砂柾をグ亘含tP

焼成  良好

色調 5 YR7/6(笹色)

第17表 H17号 B住居址出土土器観察表

図
号

挿
番 種 別 器形 法量 残 存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

49--1 須恵器 不

13 1

67
39

はほ 冤形 ロクロナデ→底部回転 ヘ ラ切 り 脂 土  日 BTlrす・ 黒 B41/す 営 言 tF

焼成 良好
色調 25Y8/1(灰 白色)

49--2 須恵器 界

お

３

１

・４

儀

３

口稼1/3

底部3/4

ロクロナデ→底部回転沐切 り→

底部外周回転ヘラケズリ
土
成
調

肺
焼
色

HB杷す °忍ETIIす τ言げ
良好
N5/0(灰色)

図
号

挿
番 種別 器 形 法量 残存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

52-― ] 須恵器 甕

吸片 舛面 タタキ・内百 ナデ 生
成
調

治
焼
色

自色粒子・黒色租子を含む

良好
N6/0(灰色)

第18表  H18号住居址出土土器観察表

第19表  Dl号 土坑出土土器観察表

第20表 D6号 土坑出土土器観察表

図
号

挿
番 種 別 器 形 法量 残存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

60--1 須恵器 外

汚

４

９

‐４

償

＆

はほ冗 形 ロク ロナデ →底 部 回転 瀧 7」 9 生
成
調

胎
焼
色

自色粒子・黒色粒子・砂粒
良好
N7/0(灰 白色)

図
号

挿
番 種 別 器 形 法 量 残存 成  形    調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

65-― ] 須恵器 外

(142)
(76)
44

日縁1/8

衷部1/2

ロク ロナテ →底 部 回転 糸切 9 生
成
調

胎
焼
色

自色粒子を含む
良好
75Y6/1(灰 色)

kだすきあり

65--2 須恵器 芥 (78)
(16〉

医都 1/ ロク ロナ テ →底 部 回転 赤 切 り 生
成
調

胎
焼
色

自色粒子 黒色粒子を含む
良好
5Y6/1(灰 色)

65--3 土師器 界

(121)
79
41

口縁1/3

底部完形

ロク ロナテ→底淋切 9 ruEし 俊 手

持ちヘ ラケズ リ→内面 ヘ ラ ミガ

キ後黒色処理

胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 内10YR1 7/1(黒 色)

外75YR6/4(に ぶい橙色)
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66--4 須恵器 甕

(60)

阪 片 口縁～顎部 Fク ロナデ・ 外 向れ

部 タケキ (平行 )・ 内面 胴 部 ナ

デ

始上  自色粒子を含む

焼成  良好
色調 N5/0(灰色)

66-5 須恵器 鉢

く22)

阪 片 円向 ロクロナデ・外 向底 部～ 外
周ヘ ラケズ リ

胎土  日色粒子・黒色粒子を含 r3

焼成  良好
色調 75Y8/1(灰 白色 )

66--6 須恵器 甕

く129〉

限部 1/4 外 薗タタキ (半行 )・ 円 向ヘ ラ

オデ
二
成
調

順
焼
色

日 B剋 す を 言 U
良好
N6/0(灰色)

図
号

挿
番 種別 器形 法 量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 上  焼 成 ・ 色 調 備   考

68--1 須恵器 外

(138)
64
40

日縁1/8

底部3/4

ロクロナデ→底部回転糸切 り

焼成 良好
色調 7 5Yν l(灰色)

68--2 須恵器 甕

く82〉

底部1/4 外面胴部タタキ (平行)・ 底課
外周手持ちヘラケズリ・内面ナ
デ

生
成
調

胎
焼
色

自色粒子・秒粒を含む
良好
N3/0(暗灰色)

目然 細 付 ,盲

第21表 D7号土坑出土土器観察表

第22表 D8号土坑出土土器観察表

第23表 M6号 溝状遺構出土土器観察表

第24表 グリッド・ トレンチ出土土器観察表

図
号

挿
番 種,1 器形 法量 残存 成  形  ・  調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

70--1 須恵器 外 (84)
く1 9〉

氏部1/2 ロクロナデ→底部切り離 し後回
転ヘラケズリ 焼成 良好

色調 10B G4/1(暗 青灰色)

図
号

挿
番 種 別 器 形 法 量 残 存 成  形  ・ 調  整 胎 上 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

80--1 縄 文 深 鉢
一

一

一

跛 片 肉国ヘ ラ ミカ十 外 薗ヘ ラ ミカ

キ及び無節充惧縄文

胴二 υ TIr営 言 tpr

焼成  良好
色調 7 5YR73(に がい橙色)

図
号

挿
番 種 別 器 形 法量 残存 成  形  ・ 調  整 胎 土 ・ 焼 成 ・ 色 調 備   考

88-1 土師器 不

(137)
(54)
42

日縁1/4

底部完形

Pク ロナデ→展部回転 米切 り→

内面暗文状ヘ ラ ミガキ (十字 )

後黒色処理

主
成
調

順
焼
色

日 日 祉 す ピ 奮 む

良好
内10YR1 71(黒色)

外2 5YR6/6(橙色)

外面に墨言 あ り

(「財J)

き-14G

88--2 土師器 不

126
63
45

冠 形 ロクロナデ→展部回転 糸 切 り→

内面黒色処理
土
成
調

賄
焼
色

日 B祉 す Z宿 む

良好
内10YR1 71(黒色)

外5YRげ6(橙色)

か-12G

88--3 土師器 不

(134)

く46〉

日縁1/3 肉面ナデ・口縁ヨコナデ・外巨
体部ナデ後ヘラケズリ

胎土 微小の砂粒を少量含む
焼成 良好
色調 2 5YR5/6(明 赤褐色)

一ヽ rG

88--4 土師器 不

(136)
(74)
41

口穆莞1/4 ロクロナデ→底部回転 糸 切 り→

内面暗文状ヘ ラ ミガキ後 黒 色処

理

胎土 砂粒を含む
焼成 良好
色調 内10YR1 71(黒色)

外7 5YRν 6(橙色)

F2ト レンチ

88-5 須恵器 亦

く1 2〉

跛 庁 Pク ロナデ→底部回転ヘラ切 り
後ナデ

二
成
調

畑
焼
色

良好
75Y71(灰白色)

外 国民 郡 に ヘ ラ 記

号あり
Dlト レンチ
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写 真 図 版

赤座垣外追跡航空写真



図
版
　
一

1 赤座垣外遺跡近景 (H5。 6付近、東方より)

:≒1警1

2 赤座垣外遺跡近景 (D6。 7付近、南東より)

till感 ||1譴



図
版
　
二

Hl号住居址 (南方より)

Hl号住居址掘 り方 (東方より)

H2号住居址 (南方より)



図
版
　
一二

H2号住居址掘 り方 (南方より)

2 H3号住居址 (南方より)

3 H3号住居址掘 り方 (南方より)



図
版
　
四

H4号住居址 (束方より)

2 H4号住居址 (北方より)

3 H4号住居址遺物出土状況 (南方よ



図
版
　
五

撥

隠

H5号住居址 (南方より)

2 H5号住居址掘 り方 (北 方より)

H5号住居址遺物出土状況 (南方より)



図
版
　
六

l H6号住居址 (南方より)

2 H6号住居址掘 り方 (西方より)

3 H7号住居址 (南方より)



図
版
　
七

:!

3 赤座垣外遺跡スナップ

l H7号住居址掘 り方 (南方より)

H7号住居址礎石検出状況

4 H8号住居址 (南方より)



図
版

l H8号住居址掘 り方 (南方より)

2 H9号住居址 (北西より)

3 H10号住居址 (東方より)

艤



力
一・一ド
■イ

■
禁
孝触

図
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九

雅:,|.

∵
ゝ
一「猛
氏

■

・ｒ
舒
謙
線
簸

H10号住居址掘 り方 (東方より)

2 H10号住居址カマ ド (南方より)

3 H ll号 住居址 (南方より)
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十

森Ⅲ

暇
鷲〔

,鑢試

H12号住居址 (南方より)

2 H13号住居址 (南方より)

H13号住居址掘 り方

4 H13号住居址遺物出土状況 (南方より)
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十

一

H14号住居址 (北方より)

2 H15号住居址 (東方より)

飴 1安

襲 後́―粋r

霧 彰彎

3 H16号住居址 (東方より)
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十
二

,鶏
i場義,鐘 1盛Ⅲ

4i t  t.上

H17号 B住居址 (南方より)

途 I ｀
|,

2 H17号 A住居址 (南方より)

3 H17号 A・ B住居址掘 り方 (南方より)
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十
三

礁

H17号 B住居址カマ ド (南方より)

縞 ィ事こ巖:1犠織 li警
:

2 H18号住居址遺物出土状 |テと (北方より)
3 H18号住居址 (西方より)

4 H18号住居址掘 り方 (南方より)
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十
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寝
オ
簿
義
一

一浄

壽
監

Fl号掘立柱建物址 (西方より)

F2号掘立柱建物址 (西 方より)
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十
五

幾 簸

F3号掘立柱建物址 (北方より)

irンオ|.と す.と孝lif F∵
零響

2 F4号掘立柱建物址 (南方より)
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繭
壽

絢
筆
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Dl号土坑
5 Dl号土坑遺物出土状況

2 D2号 土坑

オを　

ｉ
淳 6 D3号土坑

3 D4号土坑

4 D5号 土坑 7 D5号 土坑
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l D6号 土坑

費
一
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D7号土坑
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十
八

2 D14号土坑l D 10号土坑

3 D9号上坑 (粘上坑 )

rirl

攣::Ⅷ
4 赤座垣外遺跡H12・ D8・ D13号付近近景
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十
九

l Ml・ 2号灘状遺構

2 M3。 4・ 6。 7号瀧状遺構

3 M10号瀧】大遺構
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二
十

2 Mll号溝状遺構l MH号 濤状遺構

M13号濤状遺構
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二
十

一

H-1 5-1

H―-1 5-9

H-5  16-1

H-1 5-2

H-5 16-2

H―-4  14--3

H-1  5-3

H―-5  16--6

H-7 20-1 H―-7  20--2 H―-7  20--4
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一一十
二

H―-8  23--1

H―-10  29--5H―-10  29--4

H-11 33-1H―-10  27--2H―-10  27--1

H―-13  40--1H―-12  36--2
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二
十
三

D―-1  60--1H-17B 49-1

D―-6  65--1 D-6 65-3

Dlト レンチ 88-1

M-11 85-1

グ リッド カ】-12 88-2

D-7 68-1

塁書土器 グリッドき-14 88-1

幾内系暗支 H-16 45-2
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